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  CLINICAL EXAMINATION OF TORSION OF THE 
            SPERMATIC CORD 
—REVIEW OF 177 CASES REPORTED IN THE RECENT JAPANESE 
    LITERATURE INCLUDING OUR PRESENT 7 CASES— 
        Hitoshi NAKAJIMA, Yasuo  YUI, Makoto HARA, 
 Jun HASEGAWA, Haruyuki HIROSE and Masao AKIMOTO 
          From the Department of Urology, Nippon Medical School 
                      (Director: M. Akimoto)
   Between January 1974 and December 1984, 16 patients underwent surgical exploration 
at our Hospital. Seven of these patients proved to have torsion of the spermatic cord and 
nine were strongly suspected to have this lesion in spite of lack of torsion during operation 
and the remaining 3 patients suffered from epididymitis. 
   The 7 patients with torsion ranged in age from 14 to 22 years old. The left side was 
involved in 4 patients, and the right side in 3 patients. Six patients had internal rotation 
and  1 had external rotation. In all of them, intravaginal torsion was noticed at various 
degrees of twist  (270  540°). Orchidopexy was performed in 5 cases in which the operation 
could be done within 15 hours after onset of the symptom but in 2 cases in which 50, and 
56 hours had elapsed orchidectomy was unavoidable. 
   The 177 cases reported in the Japanese literature since Kumon's report including our 
present 7 cases were reviewed statistically in detail. Case reports of this lesion, especially in 
newborns, is increasing every year. The age distribution showed two  peaks, one at the time 
of puberty  (10-19 years old) and the other shortly after birth. There was a predominance 
for the left side, internal rotation and twisted degrees of 180° to 360° in this series. In the 
cases in which over 24 hours has elapsed before surgery, orchidectomy was performed frequently. 












































現病歴;9月3日 昼 頃より左下腹部に 鈍痛を 感じた

























































































































経 過:良 好 に て4日 目に 退 院 した.
〔症 例H〕T.S.22歳,大 学 生.
初 診=1976年11月24日











































現症および検査所見,左 陰嚢部は 軽度発赤,熱 感あ
1373
り,鶏 卵 大 に腫 大.Prehn'ssign不明.体 温37.2℃
血 圧 工50/74,白血 球12,000,Hb値13.7
手 術 所 見 ・発 症 よ り5時 間10分後 に 腰 麻下 に て施 行 さ
れ た.精 索 は360。内 旋 して お り暗 赤 色 で あ ったが 整
復 に て血 行 改善 認 め られ た ため 睾 丸 固定 術 を お こ な っ
た.対 側 固 定 は 施 行 しなか った.
経 過:良 好 に て7日 目に 退 院 した.
〔症 例V〕S.E.16歳 高 校 生,
初 診:1982年10月28日
主 訴1下 腹 部 痛,左 睾 丸 部 痛 ・腫脹
家 族 歴 ・既 往 歴:特 記 す べ ぎ こ とな し,
現 病 歴=10月26日午 後2時 ごろ,自 宅 で寝 ころ ん で ス
テ レオを 聞 い て い た と ころ,突 然 下 腹 部 痛 を 感 じた
が,そ の ま ま放 置 し てい た.し か し症 状 改 善 せ ず10月
28日よ り左 睾丸 部 痛 ・腫 脹 も出現 した た め,近 医受 診
し本 疾 患 を疑 わ れ て 当科 紹 介 受診 した.
現 症 お よび検 査 所 見=左 睾 丸 部 は弾 性 硬 で圧 痛 あ り著
明に 上 方 挙上 が 認 め られ た,Prehn'ssign不明.血
圧140/90,体温37.70c,白血 球11,600,Hb値13.6,
手 術所 見:発 症 よ り約56時間後 に,腰 麻下 に て施 行 さ
れ た.精 索 は540。外 旋 し,睾 丸 は 黒 変,静脈 怒 張 ・腫
脹 が い ち じる しか っ た.整 復 に て も血 行 改善 しな いた
め,摘 出術 を お こ な った(Fig.1).病理 組 織 検 査 で,
睾丸 の著 明 な変 性壊 死 お よび 出血 を 認 め た(Fig.2).
経 過:良 好 に て8日 目に 退 院 した.
〔症 例W〕y.S.16歳 高 校 生.
初 診ll982年6月2日
主 訴:右 睾 丸部 痛
家 族 歴 ・既 往 歴:特 記 す べ き こ とな し.
現 病 歴:6月2日 就 寝 中,午 前3時 ごろ,突 然睾 丸 部
痛 出 現.以 後 徐 々に 増 強 して きたた め,午 前5時30分
当科 救 急 受 診 した.
現症 お よび検 査 所 見:右 陰 嚢 部 は,鶏 卵 大に 腫 大 し,
挙 上 お よび水 平 位 が 認 め られ た.Prehn'ssignは,
不 明.体 温37.2℃,血圧120/70,白血 球 数不 明,Hb
値12.2.
手 術 所 見 ・発 症 よ り約5時 間 後,局 麻 下 で施 行 した.
精 索 は,270。内 旋 して いた が,整 復に よ り血 行 改 善
を 認 め た た め,睾 丸 固定 術 を 施 行 した.対 側 固 定 は
お こな わ なか った.
経 過:良 好に て1ヵ 月 も右 睾 丸 部萎 縮 認 め ず.
〔症 例W〕T,N.22歳,大 学生.
初 診:]984年7月25日
主 訴:右 睾 丸 部 痛 ・腫 脹


































(1)年齢 分 布(Table3)llO歳か ら19歳ま で の思 春 期










































































































































































t◎tal497993 85 6 313
計例でも左が右の約2倍 多 く見られ,自 験例でも7例




内または,鞘 膜外捻転に 分かれる.成 人や 年長児で
は,鞘膜内捻転が多 く,Hunter氏導帯の異常,停 留




















を示す ことになると思われ,今 後は内旋 ・外旋に統一
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